
三宇田地区ホテル用地宿泊施設事業者募集  公募概要（１月１０日変更） 

 

１． 公募の趣旨 

対馬市は、『アジアに発信する歴史街道都市 対馬』を実現するために様々なまちづくりに取り組んで

います。人口減少が進んでいる本市では、産業振興が重要な施策の一つです。対馬の長い歴史で蓄積

してきた対馬ならではの資源や魅力、文化等の“つしまヂカラ”を基盤に、「底ヂカラ」「市民ヂカラ」「広が

るチカラ」による対馬型の産業の発展を推し進めているところです。 

 

そのような中、観光産業は対馬の将来を左右する重要な産業となっています。福岡をはじめ、東京、大

阪等から、ビジネスを含め毎年３２万人（長崎県観光統計より抜粋）に訪問していただいておりますが、韓

国釜山市との航路が開設された平成１１年（１９９９年）からは、さらに観光客が大幅に増加しています。平

成 23 年 3 月の東日本大震災後の航路運休により韓国人旅行客が途絶えたため大きく減少しましたが、

現在は対馬・釜山航路も一日１便から一日３便～４便へ増便され、韓国人旅行客だけでも年間 12 万人以

上が対馬市を訪れていただいております。これは、日本を訪れる韓国人観光客の１０％が、この小さな対

馬に来ていただいているということです。※参考資料①参照 

 

この様に多くの観光客に来ていただいておりますが、一方では宿泊能力の強化、サービス力の向上、

バリエーションの拡大等の要望が聞こえています。 

対馬市の北部に位置する三宇田地区は、渚百選にも選ばれる美しい三宇田海岸、岩肌と緑が織りな

す良好な景観、良質な温泉等、憩いと癒しを兼ね備えたリゾート地区です。対馬市はこの三宇田地区の

海岸に面した場所に、約１ha の用地を開発所有しております。この用地を民間事業者に無償で貸付し、

民間事業者が有するノウハウと財政力を最大限に活用いただき、観光客が満足する良質な宿泊施設を

創出していこうとするものです。 

本公募は、この三宇田地区のホテル用地に対する良質な宿泊施設の建設、運営計画の提案を受け、

上対馬の観光を先導していく宿泊施設を創出していただける民間事業者を選定するために実施いたしま

す。 

 

 

２． 公募の概要 

 

（１） 名称 

三宇田地区ホテル用地宿泊施設事業提案 

 

（２） 対象地  ※参考資料②参照 

① 住所：対馬市上対馬町西泊字ソモヤ１２１７－５ 

② 面積：9,482 ㎡ 

③ 所有者：対馬市 



④ 規制：都市計画-無指定地域 

自然公園-国定公園の第 2種特別地域（建蔽率 20％、容積率 40％、建築面積 2,000 ㎡

以下、建築物高さ-13m 以下、その他屋根形状、色彩、広告物等の規制あり） 

⑤ 現状：更地（平成●●年造成） 

⑥ その他：埋蔵文化財発掘調査必要なし 

 

（３） 事業の条件 

事業条件は概ね下記の通りとしますが、事業者の判断による提案は出来る限り尊重していきます。 

① 客室は平均５０㎡、３０室程度とし、質の高い宿泊施設とすること。 

② 宿泊価格は、高水準価格帯を中心とすること。 

③ 宿泊以外のコンベンション機能等の有無は、問わない。 

④ 日本人及び外国人観光客のニーズを満たす質の高い施設であること。 

⑤ ホテルの外観および外構は、周辺環境と調和したデザインであること。 

⑥ 宿泊施設の営業開始は、概ね 3年以内を目指すこと。 

 

（４） 対象地の貸付条件等 

① 対象地は無償で貸付いたします。別途、貸借契約を対馬市と締結します。 

② 貸付期間は、貸借契約締結日から３年とし、以後市と事業者で協議の上１０年間を限度に更新

できることとします。期間中は、提案内容に即した利用を行っていただきます。 

③ 契約期間内に、建築物の所有権や事業の譲渡、その他権利の設定や移転等を行う場合は、対

馬市の承諾を必要とします。 

 

（５） 市からの支援策等 

対馬市が推し進める企業誘致事業の一環と位置づけ、それに関する助成事業や支援策の対象と

します。また、対馬市は比田勝からこの三宇田地区一帯を観光リゾート地区と位置付け、観光客が自

然、癒し、文化等が楽しめる整備を積極的に行い、本土、韓国からの観光客の誘致を進めます。 

 

① 対馬市企業誘致に関する条例に基づく奨励措置 

対象者 指定基準 優遇措置 

対馬市内に

事業所等を

新設又は増

設する企業  

 

◆投下固定資産総額  

     ２，７００万円以上 

◆新規常用雇用者  

          １０名以上  

 

◆固定資産税の課税免除（３年間）  

◆雇用奨励金（新規常用雇用者対象）  

  ・正社員１人あたり      ２０万円  

  ・パートタイマー１人あたり １０万円  

   ※１回限り、限度額：１，０００万円  

◆用地の無償貸与（３年間） 

◆温泉施設“渚の湯”の指定管理委託  

◆雇用者確保に係る協力  



② 隣接地から湧出する源泉「渚の湯」から、１日当たり１０万ℓ程度の温泉を宿泊施設で利用するこ

とができます。源泉からホテル用地までの引き込み、源泉の維持補修費用は対馬市が負担しま

すが、保守や不調による損出は対馬市に請求することはできません。 

③ 対象地に隣接する対馬市温泉センター「渚の湯」は、指定管理者制度による運営を行っている

が、宿泊施設事業者の希望により平成２５年度以降の指定管理者を受けることができることとし、

宿泊施設と一体となった運営ができるようにします。 

④ 対馬市の事業として、比田勝地区から三宇田地区一帯を（仮称）上対馬観光リゾート地区とする

基本計画を平成２５年度に地域住民と協働で策定し、それに沿って順次事業を進め観光客を誘

致できる観光リゾート地区としていく予定です。※参考資料③参照 

⑤ 観光リゾート地区整備に合わせて、対馬市が中心となって東京や大阪をはじめ、ソウル、プサン

等に対し、積極的な商品開発や営業を行います。 

 

（６） スケジュール 

 

項目 実施予定日時 

① 公募概要の発表、配布 平成２４年１２月１日  

②公募内容の説明会 

（参加希望の状況により、開催しない場合も 

あります） 

 

個別に対応いたします。 

③現地説明会 平成２４年１２月２０日（木） １４：００～１６：００ 

④質疑受付締め切り 平成２５年 １月１８日（金） ２月１日（金） 

⑤参加意思表明書提出締め切り 平成２５年 １月１８日（金） ２月１５日（金） 

⑥事業計画提案書締め切り 平成２５年 １月３１日（木） ２月２８日（木） 

⑦プレゼンテーション、審査 平成２５年 ２月１５日（金） ３月１９日（火）頃予定 

⑧応募者への通知 平成２５年 ２月２０日（水） ３月下旬予定 

⑨事業者と対馬市での協定書締結 平成２５年  月  日（協議が整い次第） 

⑩土地賃貸契約の締結 平成２５年  月  日（協議が整い次第） 

※本公募概要をご覧になり参加を希望される方、興味があられる方は、下記連絡先までご連絡く

ださい。説明会及び要領の配布について、お知らせいたします。 

 

（７） 審査の方法 

市民関係団体及び行政等で構成する「三宇田地区ホテル用地宿泊施設事業提案審査委員会」

において、応募者の事業計画提案書について、審査を実施します。 



 

３． 応募者の資格等 

本公募に応募する者は、趣旨を十分に理解し、宿泊施設の建設、運営等を実施するにふさわしい技

術と経営能力を有する法人又は連合体とし、以下の要件を満たす者とします。 

（１）対馬市内に事務所を置くか、又は置こうとする法人その他の団体（以下「法人等」という。）であるこ

と。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しない法人等であるこ

と。 

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）等の規定に基づき更

生又は再生手続をしていない法人等であること。 

（４）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に

規定する暴力団をいう。）又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。）若しくは暴力団の

構成員でなくなった日から５年を経過しない者の統制の下にない法人等であること。 

（５）団体及びその代表者がいづれも、所得税、法人税、消費税及び地方消費税、県税、市町村税等の

滞納がないこと。 

 

 

４． 主催者及び事務局（連絡先） 

主催者：対馬市 

事務局：対馬市観光物産推進本部  （担当者：阿比留） 

対馬市厳原町国分 1441 番地 

TEL （０９２０）５３－６１１１   FAX （0920）５2－１５８５ 

E-mail asightseeing@city-tsushima.jp 


